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【手続補正書】
【提出日】平成26年12月26日(2014.12.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　顔認識用データが登録されている人物の特徴量との類似度に基づいて、画像内の顔領域
の各々に含まれる人物を特定し、特定した人物を示す情報を顔認識結果として出力する顔
認識手段を有する画像処理装置であって、
　画像を順次取得する取得手段と、
　前記取得手段により取得された画像から顔領域を検出する検出手段と、
　前記検出手段により検出された顔領域の位置及びサイズの少なくともいずれかに基づく
該顔領域の評価値に従って、前記顔認識手段による顔認識処理を行わせる所定数以下の対
象顔領域を、所定の処理を実行する第１のグループと前記所定の処理を実行しない第２の
グループとに分類する分類手段と、を有し、
　前記顔認識手段は、前記取得手段により順次取得する画像に対し、前記第１のグループ
に属する顔領域、前記第２のグループに属する顔領域の順で前記対象顔領域の顔認識処理
を実行し、
　前記分類手段は、前記対象顔領域に前記検出手段により新たに検出された新たな顔領域
が含まれる場合に、該新たな顔領域を前記第２のグループに分類する
ことを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　前記分類手段は、前記検出手段により検出された顔領域の評価値に基づいて顔認識処理
を行わせる認識順を決定し、該認識順において閾値より小さい順位の顔領域を前記第１の
グループに分類することを特徴とする請求項１に記載の画像処理装置。
【請求項３】
　前記分類手段は、前記検出手段により検出された顔領域に顔認識結果が関連付けられて
いる場合に、関連付けられている顔認識結果に基づいて補正した該顔領域の前記評価値に
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基づいて前記第１のグループに分類する顔領域を決定する
ことを特徴とする請求項１または２に記載の画像処理装置。
【請求項４】
　前記分類手段は、前記検出手段により検出された顔領域に顔認識結果が関連付けられて
いる場合に、前記第１のグループに分類された顔領域を除いた顔領域から前記評価値に従
って前記第２のグループに分類する顔領域を決定することを特徴とする請求項３に記載の
画像処理装置。
【請求項５】
　前記分類手段は、顔認識処理を実行している間に取得された画像から検出された顔領域
について決定された前記対象顔領域に新たな顔領域が含まれる場合に、該新たな顔領域を
前記第２のグループに分類する
ことを特徴とする請求項１乃至４のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項６】
　前記分類手段は、顔認識処理を実行している間は、前記第１のグループに属する顔領域
の変更を行わないことを特徴とする請求項１乃至５のいずれか１項に記載の画像処理装置
。
【請求項７】
　前記所定の処理は、前記第１のグループに属する顔領域に対応する人物を主被写体とし
て選択する処理、前記検出手段により顔領域が検出された画像よりも後に取得された画像
において対応する顔領域が前記第１のグループに分類されやすくする処理、及び顔認識結
果を通知する処理の少なくともいずれかであることを特徴とする請求項１乃至６のいずれ
か１項に記載の画像処理装置。
【請求項８】
　請求項１乃至７のいずれか１項に記載の画像処理装置を有する撮像装置であって、
　前記画像処理装置の前記分類手段により前記第１のグループに分類された顔領域を合焦
対象の被写体として選択する手段を有する
ことを特徴とする撮像装置。
【請求項９】
　顔認識用データが登録されている人物の特徴量との類似度に基づいて、画像内の顔領域
の各々に含まれる人物を特定し、特定した人物を示す情報を顔認識結果として出力する顔
認識手段を有する画像処理装置の制御方法であって、
　取得手段が、画像を順次取得する取得工程と、
　検出手段が、前記取得工程において取得された画像から顔領域を検出する検出工程と、
　分類手段が、前記検出工程において検出された顔領域の位置及びサイズの少なくともい
ずれかに基づく該顔領域の評価値に従って、前記顔認識手段による顔認識処理を行わせる
所定数以下の対象顔領域を、所定の処理を実行する第１のグループと前記所定の処理を実
行しない第２のグループとに分類する分類工程と、を有し、
　前記顔認識手段は、前記取得工程において順次取得する画像に対し、前記第１のグルー
プに属する顔領域、前記第２のグループに属する顔領域の順で前記対象顔領域の顔認識処
理を実行し、
　前記分類手段は前記分類工程において、前記対象顔領域に前記検出工程において新たに
検出された新たな顔領域が含まれる場合に、該新たな顔領域を前記第２のグループに分類
する
ことを特徴とする画像処理装置の制御方法。
【請求項１０】
　コンピュータを、請求項１乃至７のいずれか１項に記載の画像処理装置の各手段として
機能させるためのプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　前述の目的を達成するために、本発明の画像処理装置は、以下の構成を備える。
　顔認識用データが登録されている人物の特徴量との類似度に基づいて、画像内の顔領域
の各々に含まれる人物を特定し、特定した人物を示す情報を顔認識結果として出力する顔
認識手段を有する画像処理装置であって、画像を順次取得する取得手段と、取得手段によ
り取得された画像から顔領域を検出する検出手段と、検出手段により検出された顔領域の
位置及びサイズの少なくともいずれかに基づく該顔領域の評価値に従って、顔認識手段に
よる顔認識処理を行わせる所定数以下の対象顔領域を、所定の処理を実行する第１のグル
ープと所定の処理を実行しない第２のグループとに分類する分類手段と、を有し、顔認識
手段は、取得手段により順次取得する画像に対し、第１のグループに属する顔領域、第２
のグループに属する顔領域の順で対象顔領域の顔認識処理を実行し、分類手段は、対象顔
領域に検出手段により新たに検出された新たな顔領域が含まれる場合に、該新たな顔領域
を第２のグループに分類することを特徴とする。
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